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近世初期英文学におけるエコーの系譜についての覚え書き

境野草樹

はじめに

ルネサンスの英国で広く読まれたArthurGoldingの韻文によるギリシャ・ロ

ーマ神話のすぐれた抜粋である OvidMetamorphosetA1587)， Book III Iこ、有名

なNぽ'Ciss田と Echoのエピソードが収録されている。 Junoの逆鱗に触れ、その

お喋りを制限されてしまった妖精Echo(本稿ではキャラクターとしてはアルフ

ァベット表記する)は、直前に自分が開いた他人のことばの最後の部分を反復す

ることしかゆるされない。そんな彼女が、誰もがあこがれる美少年Narcissusを

森で見かける。

o Lord how often would she 創出(ifnature would have let) 
Entreatβd lum with gentle words some favour for to伊t?

But nature would not su笠er泌rnor give hir leave to ginne. 

Yet (so farre forth邸 sheby graunt at natures hande could w加ne)

Ay readie with attentive eare she harkens for some sounde， 

Whereto she might replie泌rwords，合omwhich she is not bounde. 

By chaunce the stripling being stayed金omall his companie， 

Sayde: is there any bodie nie? straight Echo answered:工

Amazde he cas飴shis eye aside， and looketh round about， 

And come (that all the Forrest roong) aloud he calleth out. 

Andcome(sa同hshe:)he 1∞keth backe， and seeing no man followe， 
明弘.yfliste， he cryeth Ofiiωagaine: and she thβsame doth hallowe. 

Hest滋persおtes，and wondering much what kinde of thi珂 itwas

From which that answering voice by turne so duely seemed to passe， 

Sayd: let us joyne. She (by hir will desirous ωhave said， 

In faith with none more w湖町glyat any time or stead) 

Sayd: let us joyne. And standin<g somewhat in hir owne∞nceit， 
Upon these words she left the WI∞d， and forth she yeedeth s紅白t，
τb coll the lovely neckeあ'rwhich she longed had so much. 

Hen江meshis way， and will not be imbraced of no such. 

And sayth: 1 first w迎 dieere thou shalt take of me的typleasure. 

She answered nothing else thereto， but take ofme thy pleasure. 
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Now when she saw hir sel会thusm∞kt，she gate hirωthe Woods， 
And hid hir head for verie shame among the leaves and buddes. 

And ever sence she lyves alone in dennes and hollow Caves. 

Yet stacke hir love still to hir he訂 t，through which she dayly raves 

Themoreゐrsorrowe of rep叫se. Through restlesse carke and c釘e

Hirboぬepynesωskinne and bone， and waxeth wonderous bare. 

The bloud doth vanish into a戸港会omout of all hir ve戸les，

Andnoughtおleftbut voice and bones: the voice yet still rema戸les:

日irbones位leysay were turnedωstones. From thence she lurking ぬ11

In Woods， w辺nevershew邑hirhead in field nor yet on hill. 

Yetおsheheard of every man: it is hir onely sound， 

And nothing else that doth remayne alive above the ground. 

(Book III， 467・500，italics added) 

そもそも一賞して coupletで押韻する形式の中に、 NarcおS凶の台詞を部分的に

反復する Echoの台詞を埋め込みつつ、両者に共有された言葉のコノテーション

の微妙なずれを楽しむこの趣向は、ルネサンス織の英詩や演麟に好んで取り入れ

られることになる。引用中、特に効果的なのは“ぬkeof me thy pleasure"の欝所、

敢えて和訳を試みるなら、 N町出susが f君の原い語IJ{，ごと公-3ぐらい次ら、死ん

だ方がましだjに返すEchoの台詞は fJちと公定問震の』きよさにJとなろうか。 Ovid

によってもたらされた、間ーのことばが反復されるときに忍び込む、内包された

意味のずれを積複的に取り込むことで、近世初期の英文学は、言葉の作用につい

てあらたな可能性を模索しているようにも患われる。本稿ではそうした趨勢にみ

られるいくつかの趣向を確認し、形式が及ぼす内容への効果について展望を試み

る。

1.反復から変奏へ、そして重層化へ

上述の引用がすでにギリシャ・ローマ神話であることからも明白だが、文芸に

おける「技巧としてのエコーJ(以下、日本語で表記)の受場は古典古代にさかの

ぼる。しかしながら英文学に対象を絞ってみると、英文学におけるエコーについ

てのほぼ唯一の網羅的研究とし叱る、 ElbridgeColby， The EchoてDevi回 m
Litera如m によれば、記録に残る最初の作品はGeorgeGas∞igne， ThePz由回'ly
Nθasures of Kenilworth Castle (1575)とむ、う masque(宮廷仮面劇)における、エ

リザベス女去の拝顔を賜つての女王賛美の新子とし、うことになる。そこではエコ

ーはひたすら話者の台詞の最後の部分を反復するだけなのだが、ただ1箇所、こ
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の女王歓待の仮泊劇が演じられた盤敷&所有する2皇族の名の部分だけが、「ずれJ

を含む趣向となっている。

And who gave all these gifts? 

1 pray thee (Echo) say. 

Was it not he， who (but oflate) 

this building here did lay? 

Echo. 

o DUDLEY， so methoght: 
he gave himself and all， 

Aworthy gif主tobe reaived， 

and so 1 trust it shall. 

DUDLEY 
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Canno∞ld answers quench desire? 

is that experien田 true?

Echo. 

We11， Echo， te11 me yet， 

how might 1 come to see 

This comely Queen of whom we talk? 

oh were she now by thee. 

Echo. 

By me? oh were that位ue，

how might 1 see her faω? 

How might 1 know her企'Omtherest， 

or judge her by her graa? 

Itshall. 

True. 

Bythee. 

Echo. 

We11 then， if so m主1eeyes 

be such槌 theyhave been， 

Meth力泳s1 see among them all， 

this same should be the Queen. 

Echo. 宮leQueen. 

(Princelyrル'asU1"eSof Kenilwo.必h，pp. 17・8，italics added) 

Her gra<ω. 
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ここでエコーは唯一、正確に向諮反復しない箆所にもっとも重要な情報を埋め込

まれることで、その効果を果たしている。際立つ特殊性によってこそ伝えられる

情報の f意義jについて、詩人は驚くほど自覚的である。そしてのちにみるよう

に、こうした乱れやずれこそが、文学史におけるエコーの大きな役割へと発展し

てゆくように思われるのである。

エコーが同音異義によって成立する文飾であるとするならば、当代きつての名

手EdmundSpenserを師と{却し、だ詩人W出iamSmith(f1. 1596)による次の詩の

場合は一見何ら技巧的な驚きはないように思われる。この詩の狙いはどこにある

のだろうか。

OFAIRESTF血;to thee 1 make my plaint， myplむnt

τb thee会omwhommyca田 eof grief doth spring: doth spring. 

Attentive be unto the groans， sweet Saint! sweet Saint! 

Which unto thee in doleful tunes 1 sing. 1 sing. 

Mymourn会.uMuse doth always speak of thee. of thee. 

My love is pure， 0 do not it必sd氾n! dおdan!

With bitter sorrow st辺oppressnot me; 

But mildly look upon me which ∞mplain. 
K巡notmy true-a島ctingthoughts; but give 

Such precious balm of comfort旬 myheart，

That casting off despair， in hope ωlive， 

Imay釦ldhelp at length to e部 emysmart. 

So shall you add such courageωmylove， 

Thatあrtunefalse， my faith shall not remove. 

notme; 

whichcomplむn.

butgive 

my heart， 

hope to live， 

ぬe拙 emysmart. 

my love， 

shall not remove. 

(Chloris， Sonnet X沼I)

このようにずれを一切含まない完全なエコーには、コノテーションや視点、の差異

を見出すことができないし、そもそもこれがエコーとして想定されているのか、

それとも別の(たとえば、いわゆるリフレインのような)効果が期待されている

のか、定かではない。ただ、各行の行末に記された詩句のみをつないで、ゆくこと

で、詩の本編にたいして一種の f変奏j がもたらされていることは、注目してお

いてよいだろう。仮にそうだとすれば、この詩はエコーの由来するギリシャ・ロ

ーマの伝統からは離れて、むしろこれらの詩人の同時代のミサに於ける教会音楽

の応唱(re.匁JODSOI和国あるし、はアンティフォナ(antiphona)とし、った、キリスト教

文化の側からのアナロジーで考えることもできるのかもしれない。アンティフォ
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ナが教会の袈堂で起こるディレイ効果を積機的に利用した、分割された合唱隊に

よる効果であるのにたいして、応鳴は先唱者のリードに従って会衆が応じる形式

をとる。いずれの場合にも、そこに歌われることばの意味がしっかりと固定され

た上で反復されることがポイントである以上、ずれに価値安撞く文学的エコー効

果とは、その怒を異にすると考えておくのが妥当だろう。いずれにせよ、 Smith

のソネットがそうしたキリスト教文化の伝統に連なる形式を連想させるというこ

とは、記憶しておく価値があるだろう。この時代音楽の領域でも、応唱はイタリ

アのGiose:ffoZarlinoの対位法や和戸の理論などを経由して、やがてフーガの形

式へと発展してゆくことになる。 (Z位胎10 はその著叢 Dimons加 tioni・

h8.1盟 onicbθ(1571)において、数学的な根拠とともに、 f正しい響きの和声jにつ

いて、純正律を擁護しつつ論じている。)主題は反復を経つつ、和子校として変容・

展開するのだ。もちろん英国でもそうした音楽的展開は着実に起こっていたので

あり、たとえばJohnDowlandのリュート曲においてもそうした実例を確認する

ことができる。

F.ntaraes恥 theLUIe. 

α抑制by胸加WJ.B臨凶蹴<<紘ふ弘

四 JLseejgree-よてraL???.????e，
f ゴ了一t_1 Tf ~rf 11>ご4一一十

r.~r ‘ T f.?'Ir r骨 pr r r 
土土f...tiγ争時了: e a a 唱 r-.:-寸.円曲7・ι寸百.，"T!-1 十一

r r r . r f r f.flr r f r r-戸F.
(Robert Dowland，路加えyofLuteLe四ons，Hl) 

皆頭の旋律はオクターヴを下げながら3回反復されて和声を構成し、そして変奏

へと展開する。エコーはその変容在通じて記号的豊穣を獲得してゆく。そこには

あたかもグレゴリオ聖歌の単旋律が、ポリフオニーへと発展・変容してゆく道程

を震ね合わせて考えたくなるような、言語表現形式における重層化・多腐化のプ

ロセス告とみる患いがする。以下にそうした変容の例を、いくつか外観してみよう。
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2.対話への誘い

エコーの詩の代表格としてしばしば話題にされるのは、 SirPhilip Si，血ey，The 

Old Arcadiaにおける Philisides(アナグラムからも作者の分身とし、うべき位置

づけが窺えるが端役の登場人物)による 31番の詩であるが、ほぽ同時期といえ

る1594年に出版されたW辺iamPercyによるゐlJ1l1etsfI.フめeFairest CoeHaに

も、そのコミカルなまで、の対話的効果において、注目すべきソネットがある。

What is the fiぬreto whom so long 1 plead? Lead， 

羽lhatis her face so Angelllike? Angr:;此ke.

Then unto saints in mind sh'is not unlike. 日z品e，

What may be hop'd of one 80 evill nat'red? Hatred. 

Othenmyw関 8how shall 1 ope best? 正ゐljJe-best

Then she is flexible. She is Dexihle. 

Fie no， itおimpossible. Possible. 

About her 8traight then only our best. YOUTe best. 

How must 1 first her loves to me approve? 乃り開.

How if she say 1 may not kisse hir? Kisse hなt

For all hir bob8 1 must then beare， or mおhir? 持'ssir， 

Then will she yeeld at length to Love? To love. 

Ev'n fo? Ev'n so. By Narcisseおit佐田? ηue. 

Ofthine hone8tie? J. Adieu. Adieu. 

(Sonnet 15) 

fその精神において、彼女は天使に似ていなくもないではなし、かJ-r似ていなしリo

f性根の曲がった者の望むべくはjー「憎悪Jorああ、いかにして思いの丈を打ち
明けようJ-r望みは高く持ちなさしリ。「そうしたら耳を傾けてくれるだろうかJ
_ rなびきやすい女ですよJ0 rそんなこと、ありえなし'J_ rありえますよJorス

トレートにベストを尽くして思いの丈を伝えようJ_ rせいぜい頑張ることねj
(“onl_y _our bestのアナグラムに注意。)中略するが、 11行目の“b加ob

OEDによれば 'fぬherおち企必no町rburdenoぱfa叩 ngピ，(倒I口I.11.a心)とある。歌のCoda、あ

るいはリフレインということになると、複数、あるいはエコーの効果がすでに含

意されることになるわけだろうから。その rbobsを重ねて歌わなければ、私は彼

女を失うというのか?Jとしづ詩人の閉し、かけに対するEchoの応答は、 "mishir 

[mお8her]"にたいして、守出，sk"と、きわめてコミカルな応醗が展開されている。

さらにここでは震層化する意味にも注意したい。“bobs"はまたもunch"の意味。続
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く“1"がイタリックなので、これはEchoの合いの手と読むと、この一行は、「さ

んざん打ちのめされてもJ-fそうよJf堪え忍ばなければ彼女を失うとでも?J

f-ええ、そうよJとなる。最後の二行でも行の途中でめまぐるしく Echoが介入

する。(最終行の“f はこの時代の鍛字の慣習で、 “f'すなわち“Ay'[yes]と読む。

“honestie"とは視覚韻(eye-rhyme)となる。)なお、試訳してあらためて考えさせ

られることに、神話のオリジナリティから離れてゆく Echoのジェンダーの問題

がある。欲望の自己障害j化を媒介としたアイデンティティの分断・(再)確立を主題

とするこの様式において、このことは看過できない大きな開題に発展しそうだが、

本稿では論じることがまだできなし、

ともあれこのように、 Echoとの対話は叙情詩に急激に劇的要素を与えてゆく

のだが、演劇jのかつてない臨盛をみたこの持代に、劇作家たちがこの効果を見逃

すはずもなかった。モノローグから派生するこの対話は、一方ではsoWoquy(内

的独自)に向かう重姿な枝であるが、 Echoのジェンダーの問題と同様、このこ

ともまた、本稿では論じる余裕がない。ただここではもう一方の枝、謎めいた回

答、あるいは舌足らずな対話としてのこの綴式を取り入れることで演劇が獲得し

た効果について、祇綴しておこう。

3.声の横領

すでに見たように、詩的技巧としてのエコーの本質は不完全な(それゆえに意味

をずらされた)反復にある。本稿はその着想段階で、ポストモダニズムの文脈か

ら宵とエコーの関係を、ルネサンスの重要ないくつかのテクストを手がかり考察

したJonathanG:>ldberg， T0ia 1erminal j酌-hoに示唆告と得るところもあったが、

ジャック・デリダの差延、あるいはエクリチュールに関する患考を持ち出すまで

もなく、コンテクストから切り取られ断片化された言語記号が変容を余儀なくさ

れるものであることは、使い囲しのきく共有物としての言語の本質として必然と

言えるだろう。ある意味を獲得するとは、あるコンテクストの制約を受け入れる

ということでもあるわけだが、断片化されることできびしい制約を受けつつ、問

時にコンテクストを切り詰められることによって可能性を獲得もするエコーを、

演劇作品においてコミカルに利用したのが、 ThomasDek.ker， H This Be Not a 

Good Play;曲'eDevil 18 ln lt (1泊nted.1612)である。ナポリ互の料理人

Scumbrothによる、紳士と乞食の違い(の危うさ)を気まぐれな運命の女神との

好ましからざる関係のありょう(それは肉の臭みをごまかすためのニンニクの臭

気の比輸で諮られる)になぞらえているところに惑盤 G五枕erbackが現れて、エ

コーよろしくその言葉尻を捉え、次いで登場する Luciferによる魔女とのサパト

の描写へと緩関する構成は(そういえばサパトはミサのパロテeィだ)、みずからの
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凋落になぞらえて gentlemen-beggerの「互換性jをちであそぶScumbrothの(こ

の芝居を観ていたある階層の観客にとっては冒涜的な)台詞と棺まって効果的で

ある。

Scum.…there are but two batches of people moulded in this world， that's to 

say Gentlemen and Beggers; or Beggers and Gentlemen， or Gentlemanlike 

Beggers， or B告ggerlikeGentle-men; 1 ranc1王 withone of these 1 am SUI杭

tag and rag one with another: Am 1 one of those whom Fortune fauours? 

No no， if Fortune fauourd me， 1 should be釦ll， but Fortune fauours no 

body but Garlicke， nor Garlike neither now， yet she has s位。ngreasonω 

loue it; for tho Gm:・lickemade her smel1 abhominably in the nostrils of the 

gal1ants， yet she had smelt and stuncke worse but for garlike: One filthy 

sent takes away another. She Oll!ωsmiled vpon me五kea lambe， when 

shee gaue me gold， but now she roares vpon me like a Lion. Stay: what 

said head? Spend this brauel:ぁ andthou shalt haue more: can any 

pro必gal1new幽∞mevps胞rtspend it more brauely? and now to get more， 

1 must g'偲 inωthegroue of Naples， that's here， and get inωa blacke回 e，

heares a blacke位回too，but art thou he? 

Glitt. He. Within. 

Scum. Ha ha， where art thou my sweete great head? 

Glitt. Head. 

Scum. 0 at the head， that'sωsay at the top: how shall 1 get vp? あrt:お

hard when a man is downe in this world to get vp， 1 shall neuer climbe hie. 

Glitt. Hye. 

Scum.lw廿1hie me then， but 1 am邸 heauy剖 asow of lead. 

Glitt. I..eade. 

島um.Yes， 1 willlead (big Head) what呂田uerfollowes， 

Many a gal1ant fur gold， has climbed higher on a gal1ows. 

Thestρ'rme (euen部 Headnodded) is∞ming:C∞ke， licke thy fingers， 
no可Vor neuer. 

Glitt. Now 0:主主leuer.

Rayne， Thunder and lightning: Enter Luci退官andDiuels.

(IfThis Be Not a (]，∞dPlay，IV;弘4-33)
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SDに問的inとあるように、ここでGlitterbackは舞台上に人物として現れるの

ではなく、小道具である‘Head'がScumbrothの台舗の一部をエコーする演出とな

る。これは陪時代の膨大な演劇作品のなかでもかなり希有な状況といえよう。し

かもこの狂eadはどうやら領くなどの動きも可能であるらしい。 Glitterbackの

f声jは、この直後に登場する Lucif討を格下げしてしまうほどに超自然的な効

果を上げていた可能性があるだろう。そしておそらく Luciferの格下げは、この

時代の上演の宗教的モラルの観点からも(検慌の要請を受けるまでではなかった

にせよ)、作劇上合理的な方策だったのかもしれない。

その題名からも明らかなDekkerの芝居の例外的な異様さはともかく、都市喜

廓jのi塗盛がもたらしたものは、端的に言って、同時代の f今・ここJを冷徹なま

でに観察し、認市IJし、笑い飛ばすメンタリティで、あった。ありそうもないプロッ

トが、現実にいかにもありそうな人間関係を綴端にデフォルメした状況下で展開

されたのである。そこではもはやエコーはキャラクターとしてではなく、科学的

な現象として理解された上で組み込まれることになった。そしてそうであるから

こそ成立するきわめて滑稽な一場面を、'IbmasMiddleton， John Webster， Any 

Thing for a Qw(d L品~ (c. 1621)にみることができる。表題通りの「平和な家庭j

を望む夫との患いとは襲腹に、社交界に露出しすぎた妻を改俊させ、問時に自分

自身の失地回復も試みるアルレツキーノ的な召使いGeorgeのfエコーjぶりは、

ルネサンス演劇における白眉といえよう。姿Rachelの姿を見て夫 Camletと否

使いのGeorgeはタベストリーの褒に隠れる。夫の失諒を嘆くRachelに、Beaufort

は彼女の出過ぎた振る舞い、召使いの解雇、そして彼女の大戸惑と諌めるのだが、

その f大声jにGeorgeがこだまを装うことで、彼女に大声で喋る行為のはした

なさへの反省を促す。

RachelO， my lord， 1 have scarce tβngue enough yetωtellyou -my 

husband， my husband's gone企omme.

島 aufortGoむ19heお，'出回e;h拙 ta'enhis leave of me and all these 

gentlemen， and '出yourshぽp初Ilg1.認めatwhipshim必rwards.

RachelA warrant， g∞dmylord. 
Beaufort You仇lrI1away his servants， such on whom his estate depends， he 

says， who know his books， his debts， his customers. Theあrmand order 

of all his affi泊rsyou make orderless; chief1y， his George you have banished 

会omhim.

RachelMy lord， 1 will call George ag創 2

Geo思 "8.[wi池山1Call George again. 
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Beau1ら'11;羽'h民harkyou how lrigh"voiced you are that raise an echo企om

my cellarage wlrich we with modest loudness cannot. 

RachelMy lord， do you tlrink 1 speak too loud? 

George[wit伯 lfTooloud. 

BeaufoJ't why hark， your own tongue answers you and reverberates your 

words intβyourteeth. 

五治chelIwill speak lower all the days of my厄fe. 1 never found the fault in 

myself till now. Your warrant， good my lord，ωstay my husband. 

BeaufoJ't Well， well， it shall o'ertake泌merehep邸 sGravesend， provided 

that he meet his quietness at home， else he's gone ag.むn.

αiiFrank必2Andwithalωcall G官orgeagain. 
Rachθ，]1 will call George again. 

偽 oJ."geんrit品lfCallG官orgeagain. 

Beau1ら>rtSee，youぽeraised again; the echo tells you. 

(Anyl兎心理;for a Quiet L品"V; ii， 122"153) 

ここでRachelの語ったことばはGeo.培巴によって断片化され、命令法となって彼

女に差し渓される。みずから語ったことばが呪縛となって自身に跳ね返る一そこに

跨示されうるのは、直前に諾られたことばへの、取り返しのつかない速さへの覚

醒なのかもしれない。だからこそ、ひとはエコーに他者の声を間くのだ。それは、

ほんとうの自分は、いま、ここにあると自覚しているはずの自分とは違うかもし

れないとしづ強迫観念に他ならない。Oxfurd版Middleton全集におけるこの作

品の編者によれば、AnyThing for aφIIetLifeは同時代の英国における服飾産業
に焦点をあてた喜劇であるそうで、事実そこでは外見と内実をめぐるすさまじい

までの駆け引きが展開される。舞台上の登場人物のアイデンティティを支える言

語の線がいかにもか細く、危うく感じられるのは、この作家に特徴的な名合いの

ようにも思われるが、ともかく視覚的なレベルでは変装が、そして聴覚的なレベ

ルではエコーが、登場人物のアイデンティティに揺さぶりをかけているのである。

そしてこのアイデンティティの揺らぎにたいする強迫観念は、次にみる

Shakespeareの悲劇において、そのすぐれた技巧と相まって、恐るべき迫力で描

かれることになる。



NO.16 (2014) 69 

4.内省・葛藤・分裂

lagoの好計によって、姿の不貞を疑い始める Othelloにもエコーの影はっきまと

っている。

0泣2e110

Why dost thou ask? 

Iago 

But for a satisfacti.on of my thought， 

Nofurther h町m.

Othe11o 川市lyofthy thought， Iago? 

Iago 

I did not thおik:he had been acquaintβd withher. 

Othe11o 

o yes， and went between田 veryoft.
Iago Indeed? 

O也!e11o

lndeed? Ay， indeed. Disωrn'st thou aught in that? 

Is he not honest? 

Iago Honest， my lord? 

Othe11o Honest? A， honest. 

Iago 

My lord.， for aught I know. 

Othe11o What dost thou think? 

Iago 宮山ik:，mylord? 

Othe11o 

“Think， my lordマByheaven， thou echo'st me， 
As if there were some monster in thy thought 

τbo hideous to be shown. Thou dost mean something: 

(0，必e11o，III， iii， 97・111)

ここで注意すべきなのは、最初のエコーが lagoの“Indeed?"にたいして Othello

によってなされていることである。続く“honest"も同様。ここでOthelloは、 Iago

のことばの意外性に、つい確認をしているように思われる。 f本当か、だって?あ

あ、本当さ。Jrhonestかだ、って?ああ、 honestだよ。Jと。だがオックスフォー

ド版編者のMichaelNeillも指摘するように、二人によって三度発声される閤に
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“honest"のコノテーションが、(a)企ank，straightforward and. dependable; (ω 
honourable; (c) chaste (p.288)と揺らぎ始めるのだ。同様の揺らぎは先行する

“indeed"にも忍び込んでくるだろう。「本当かJと関われるとき、それはすでに疑

われはじめているのだ。そして三つ目の反復である“think"において、 Othelloは

もはや動揺の最中にあり、その“自ought"がIagoの狙い通りに怪物的な妄想を宿

していることに半ば気づきつつも、どうすることもできなくなっているので、ある。

ことばは、発せられ、聞かれるたびに変容する。反復を経ることで、ことばは、

本来指し示そうとしていたはずの意味を起点に揺れ始め、ついには発話者自身を

してその意味を疑い、否定するに至らしめるのである。それだけではない。その

過程でIagoは、エコーを偽装しつつも Othelloの自の前に、そっと鏡を差し出し

てもいるのだ。促されるままに、ひとり反復の自家中毒に陥ってゆく Othelloに

は、もはやことばとそれが指し示すものとのずれが、分裂した自我が、ぬきさし

ならないかたちで迫ってくることになる。終幕、破局にいたる最後の彼の台調に

も、分裂し、ずれた自我への認識は横溢している。

And say besides位協tin Aleppo Olliω， 

Where a malignant and a turbaned 'furk 

Beat a Venetian and traduced the state， 

1 took by th'throat the circumcised dog 

And自motehim・.th田.

Hestabshim随 {f

(0.幼e必"v; U， 351部 5)

「ヴェニス人に暴力を振るいその国家を侮辱したトルコ人の喉元をひつつかみ、

こうやって、刺し殺してやった」という台詞とともに自刃する男は悲劇の主人公

としての大きさをし、かにして保ちうるのか。ヴェニスの傭兵であるムーア人

Othelloは、キリスト教とイスラム教に引き裂かれた存在でもある。キリスト教

徒であるならば、自刃は究極の罪であり、魂の敗北であるはずだが、差し違える

かたちで異教徒を成敗したというのであればどうだろう。 Othelloが最後にして

みせたこと、それは己のなかに抜き差しならないかたちで宿ってしまった敵を、

刺し違えるかたちで倒すという自己劇化においてしか、説明のつかないことでは

なかったか。嫉妬の激情が、 Desdemonaへの愛の暗し、エコーだとしたら、妻へ

の愛に胸を焦がすとき、その強さを、そのたしかさを問いかけるはずのエコーが、

Iagoによってずらされてものであったとしたら。 Othelloは己の胸に去来するエ

コーの声を、刺し違えるかたちで抹殺しようとしたので、はなかったか。
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おわりに

英文学史上、もっとも有名な詩のひとつのなかで、AndrewMarvellはうたう。

Thy Beauty shall no more be found; 

Nor in thy marble Vault shall sound 

My echoing Song; 

('ThHおCoyMistress'， 25・7)

死んで墓に入ってしまえば、さんざん君につきまとって殺を焚美した私の欽が響

くことももうあるまい、と。わたしたちはもうこの言寺行を、纂所の大理石の天蓋

ゆえに歎が反響するとし、う意味だけに解釈することはできない。エコーが樹こえ

ないのは fわたしjなのか、それとも「君jなのか。そもそもそれは誰の声のエ

コーなのか。うたは歌い手のものなのか、それとも聞き手のものなのカ、遅れて

耳に届くエコーの声は、ほんとうにわたしのものだったのか。わたしに開こえ、

わたしを動かす声は、わたしのものではない、誰かの声なのではないのか。近代

は増殖し、横溢する声の、いや怒号の応酬のなかに、本来ひそやかなものである

はずの、自己との内省的な対話相手としてのエコーを見失ってしまったのかもし

れない。あるいはまた、充満し、乱反射するエコーの洪水のなかに、始原のこと

ば/ことばの始原を見失ってしまったのかもしれない。
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